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イシガキスズメダイはサンゴ礁の礁縁部に生息する体長１０ｃｍ程度の小型種
で、オスは生きた枝状サンゴやテーブル状サンゴの一部のポリプをつついて殺

し、そこに藻が生えてくると産卵床として利用する。１個体のオスは４－１３ケ所

の産卵床を持ち、それらはサンゴ各部に散らばって存在する。産卵床の大きさ
は２－６０ｃｍ２ほどである。産卵床の分割は卵保護のコストを上昇させると考え

られるため、このようにオスが産卵床を分散させる理由は、１）オスが分割に

よって卵獲得数の増加や卵生存率の上昇といった利益を得ているためか、２）

産卵床に好適な場所が制限されているためと予想される。2005年４～１０月にか

けて、西表島での野外調査によりこれらの仮説を検証した。

１）産卵床の数とオスの繁殖成功の関係：オスが獲得する卵数とオスの持
つ産卵床の数との関係を調べるために、１ｏ個体のオスについて卵獲得面積と産

卵床数および産卵床のべ面積を記録した。その結果、卵獲得面積は産卵床のべ
面積と有意な正の相関があったが、産卵床の数とは有意な相関がなかった。次

に、卵の生存率と産卵床の数との関係を調べるために、１０個体のオスが保護し
ている卵の消失率を３週間にわたって記録したのち、５個体のオスのなわばりか
ら産卵床の半数程度を除去し、残る５個体のオスのなわばり内に移植した。こ
の操作によって半数のオスの産卵床の数が減少し、残る半数のオスの産卵床の

数は増加した。操作後10～１４日間の卵消失率を記録した結果、産卵床増加、減

少のいずれにおいても操作前後で卵消失率に有意な差はみられなかった。

２）産卵床に適した場所の制限：６オスの３３産卵床について、産卵床の形

成される位置（枝の先端･中間・根元）と産卵床の向き（上向き･下向き・垂直）

を記録した。その結果、産卵床の位置には有意な偏りがみられ、枝の中間に形

成されることが最も多かった。また向きにも同様に有意な偏りがあり、下向き

の産卵床が最も多く、上向きの産卵床は全くみられなかった。

本研究の結果より、産卵床の数が増えることで直接的にオスの繁殖成功が上

昇することはない一方で、枝の中で産卵床が形成される場所は限られているこ

とがわかった。オスは枝の中間に産卵床を作ることで底生性、遊泳性双方の卵

捕食者から防衛しやすくなり、下向きに作ることで過剰なシルトの堆積による

藻類の枯死を防いでいると考えられる。このような制限の結果、多くの場合１

つの産卵床のサイズは小さくなるだろう。本種は繁殖期中のほぼ毎日複数のメ

スが産卵に訪れるため、１つの小さな産卵床ではすべての卵を受け入れることが

できず、オスは自分の卵獲得能力に合わせて複数の産卵床を持つ必要が生じる

と考えられる。


